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新
規
就
農
を
目
指
す
若
者
の
支
援
の
一

環
と
し
て
、萩
農
業
改
良
普
及
協
議
会（
会

長 

野
村
市
長
）
で
は
、
２
月
５
日
に
山

口
県
立
農
業
大
学
校
（
防
府
市
）
を
訪
問

し
、
在
学
中
の
萩
市
出
身
者
や
萩
市
内
で

の
就
農
希
望
者
４
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
野
村
市
長
は
、「
農
業
離
れ
が

進
む
中
、
農
業
に
夢
と
希
望
を
持
ち
農
業

大
学
校
に
入
学
し
て
研
修
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
よ
う
な
若
い
優
秀
な
担
い
手
が
、
農

業
の
未
来
に
明
る
い
光
を
放
ち
、
農
業
再

生
へ
の
原
動
力
と
な
る
と
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
、
こ

れ
に
対
し
て
４
人
か
ら
は
、
取
り
組
ん
で

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
や
成
果
、
将

来
へ
の
熱
い
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
三
好
悠ゆ

き

こ
紀
子
さ
ん
（
津
守
町

出
身
）
は
む
つ
み
牧
場
へ
の
就
職
、
山
根

健た
け
るさ

ん
（
下
関
市
出
身
）
は
木
間
の
水

谷
牧
場
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
年
生
の
山
田
胡く
る
み桃

さ
ん
（
山
田

出
身
）
は
農
業
関
係
の
事
業
所
へ
の
就
職

を
希
望
し
、
甲か

い斐
直
人
さ
ん
（
下
関
市
出

身
）
は
萩
市
内
へ
の
就
農
を
希
望
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
三
好
さ
ん
、
山
根
さ
ん
が
学
ぶ

酪
農
経
営
コ
ー
ス
２
年
生
で
飼
育
し
て
い

る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
が
、
今
年
度
の
山
口
県

畜
産
共
進
会
で
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す

（
表
紙
写
真
）。

■
県
立
農
業
大
学
校

　

同
校
は
、
昭
和
９
年
山
口
県
牟
礼
農
民

道
場
と
し
て
設
立
、
平
成
19
年
に
山
口
県

農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
農
業
研
修
部

（
山
口
県
立
農
業
大
学
校
）
と
し
て
専
修

学
校
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
芸
学
科
の
野
菜
経
営
コ
ー
ス
、 

花
き

経
営
コ
ー
ス
、
果
樹
経
営
コ
ー
ス
、
畜
産

学
科
の
酪
農
経
営
コ
ー
ス
、
肉
用
牛
経
営

コ
ー
ス
の
２
学
科
５
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
間
、
約
４
０
０
０
人
が
卒
業
し
、

萩
市
内
で
も
多
く
の
卒
業
生
が
農
業
担
い

手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
１
年
生
26
人
、
２
年
生
25
人
の

51
人
が
、全
寮
制
で
自
ら
の
目
標
を
立
て
、

計
画
、
実
行
、
評
価
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
」
に
よ
り
農
業
の
実
践
力
を
学
ん

で
い
ま
す
。

▽
県
立
農
業
大
学
校
生
へ
の
奨
学
金
給
付

　

将
来
萩
市
で
就
農
を
目
指
す
県
立
農
業

大
学
校
生
に
対
し
て
、
２
年
間
の
在
学
期

間
中
、
年
額
30
万
円
を
給
付
。

【
給
付
実
績
】
平
成
21
〜
25
年
度
で
６
人

に
給
付

▽
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

　

就
農
前
の
研
修
期
間
２
年
間
と
、
就
農

直
後
の
５
年
以
内
の
所
得
を
確
保
す
る
た

め
の
支
援

【
支
援
実
績
】
平
成
８
〜
25
年
度
で
47
人

に
支
援
（
25
年
度
は
就
農
前
11
人
、
就
農

後
４
人
）

▽
中
核
的
担
い
手
育
成
支
援
事
業

　

地
域
で
中
心
的
に
農
業
を
営
ん
で
い
る

個
人
農
家
が
、
規
模
拡
大
な
ど
戦
略
的
発

展
に
必
要
な
農
業
用
機
械
等
の
導
入
経
費

の
一
部
を
支
援

【
支
援
件
数
】
平
成
24
年
度
〜
25
年
度
に
、

22
経
営
体
（
稲
作
11
、
野
菜
２
、
果
樹
５
、

花
卉
２
、
畜
産
２
）
に
対
し
購
入
費
の
３

分
の
１
を
助
成
（
上
限
１
０
０
万
円
）

【
事
業
内
容
】ト
ラ
ク
タ
ー
、コ
ン
バ
イ
ン
、

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等

【
事
業
費
】
総
事
業
費
７
０
４
９
万
円
の

う
ち
、
１
６
３
５
万
円
を
助
成
（
２
月
末

現
在
）

▽
農
業
経
営
体
育
成
加
速
化
事
業

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
定
め
ら
れ
た
地
域

の
中
心
経
営
体
（
集
落
営
農
法
人
）
に
、

規
模
拡
大
や
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
等

に
取
り
組
む
と
き
に
必
要
な
農
業
用
機
械

の
導
入
に
対
し
て
支
援

【
支
援
件
数
】
平
成
25
年
度
（
見
込
み
）

は
農
事
組
合
法
人
４
組
織
（
田
万
川
１
、

む
つ
み
１
、
須
佐
１
、
福
栄
１
）

【
支
援
内
容
】
ト
ラ
ク
タ
ー
等

【
支
援
額
】
５
８
２
万
円

■
問
い
合
わ
せ

農
政
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）

左から三好悠
ゆ き こ

紀子さん、山根健
たける

さん（以上、２年）、
山田胡

く る み

桃さん、甲
か い

斐直人さん（以上、１年）

　農業従事者の高齢化、後継者不足が進むなか、活
力ある農業を実現するためには、新規就農者の確保
が重要となっています。
　市では、新規就農者の参入支援や農業法人での雇
用促進、農業法人の経営拡大や連携に対しての支援
など、中山間の担い手育成を推進しています。

若者 新規就農の を
応援しています

県
立
農
大
生
を
激
励

主
な
担
い
手
確
保
対
策
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明
倫
小
学
校
移
転
後
の
広
大
な
敷
地
や

文
化
財
的
価
値
の
高
い
木
造
校
舎
の
有
効

活
用
を
図
る
こ
と
は
市
の
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
校
舎
や
敷
地

等
の
利
活
用
に
つ
い
て
現
況
を
踏
ま
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
将
来
性
を
見
据

え
た
「
基
本
方
針
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
明
倫
小
学
校

跡
地
利
活
用
検
討
委
員
会
」（
委
員
15
人
）

を
設
置
し
、
平
成
25
年
５
月
か
ら
４
回
に

わ
た
り
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

明
倫
小
学
校
敷
地
は
市
街
地
の
中
心
に

位
置
し
、
中
央
公
園
に
隣
接
し
た
利
便
性
の

高
い
立
地
条
件
を
有
し
て
い
ま
す
。
嘉
永
２

年（
１
８
４
９
）に
移
転
・
再
建
さ
れ
た
藩
校

明
倫
館
の
跡
地
に
あ
り
、
今
も
往
時
の
遺
構

が
多
く
残
り
、
敷
地
内
の
松
や
白
壁
の
塀
は

国
道
中
央
分
離
帯
の
桜
並
木
、
街
路
樹
と
も

合
わ
せ
良
好
な
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
世
に
は
藩
校
と
し
て
人
材
育

成
が
行
わ
れ
た
地
で
あ
り
、
明
治
以
降
も

明
倫
小
学
校
で
学
校
教
育
が
継
続
し
て
行

わ
れ
、
現
在
で
も
早
朝
に
松
陰
先
生
の
言

葉
の
朗
唱
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
経
緯
や
、
区
画

や
敷
地
の
特
性
を
踏
ま
え
、
敷
地
全
体
を

「
歴
史
・
文
化
・
教
育
ゾ
ー
ン
」
と
し
て

位
置
づ
け
ま
す
。

　

歴
史
的
風
致
を
形
成
す
る
建
造
物
と
し

て
、
そ
の
景
観
を
維
持
保
全
し
地
域
の
魅

力
を
図
る
と
と
も
に
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
有
用
な
活
用
を
行
い
ま
す
。

　

経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
老
朽
度
調

査
等
を
実
施
し
、
耐
震
工
法
を
検
討
し
た

う
え
で
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

◦
校
舎
棟
を
萩
観
光
の
玄
関
口
と
な
る

「
観
光
の
拠
点
」

　

主
要
観
光
施
設
の
中
心
に
あ
る
と
い
う

立
地
か
ら
、
観
光
の
玄
関
口
と
し
、
観
光

名
所
や
地
域
の
観
光
資
源
を
紹
介
し
誘
導

す
る
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

◦
伝
統
あ
る
教
育
方
針
を
後
世
に
つ
た
え

る
「
教
育
伝
承
の
場
」

　

教
育
資
料
の
展
示
や
、
歴
史
あ
る
校
舎

を
感
じ
な
が
ら
の
体
験
や
学
習
な
ど
、
萩

の
教
育
を
伝
え
る
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

◦
団
体
や
個
人
の
個
性
豊
か
で
多
様
な
活

動
を
支
援
す
る
「
生
涯
学
習
・
市
民
活
動

の
場
」

　

生
涯
学
習
や
市
民
活
動
の
た
め
、
い
つ

で
も
誰
で
も
学
び
、
活
動
の
で
き
る
場
と

し
、
団
体
や
個
人
の
個
性
豊
か
で
多
様
な

活
動
を
支
援
す
る
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

◦
価
値
あ
る
歴
史
資
料
等
を
公
開
す
る

「
資
料
展
示
の
場
」

　

幕
末
・
維
新
関
連
資
料
や
美
術
・
工
芸

品
等
、
各
地
域
の
資
料
な
ど
の
展
示
公
開

を
行
う
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
水
練
池
や
有
備
館
、
明

倫
館
碑
な
ど
の
国
指
定
の
史
跡
が
多
く
残

り
、
藩
校
明
倫
館
の
南
門
も
平
成
15
年
に

寄
付
を
受
け
当
初
の
位
置
に
復
元
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
孔こ
う
し
び
ょ
う

子
廟
や
万ば
ん
せ
い
ば
し

歳
橋
も
市
内

に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
明
倫
館

遺
構
が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
は

全
国
的
に
も
稀
な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
長
期
的
な
展
望
に
立

ち
、
旧
萩
藩
校
明
倫
館
の
復
元
を
目
指
し

ま
す
。

　

観
光
駐
車
場
と
し
て
の
機
能
に
加
え
、

中
央
公
園
と
の
連
携
を
含
め
て
多
目
的
な

利
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
は
平
成
26
年
度
に
建
物
の
老
朽
度

な
ど
の
調
査
を
行
っ
た
後
、
基
本
方
針
に

沿
っ
た
保
存
整
備
を
進
め
て
い
き
、
平
成

30
年
度
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
１
７
）

▼歴史・文化・教育ゾーン 明
倫
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
の
基
本
方
針
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

明倫小学校４棟を利活用し
「歴史・文化・教育ゾーン」と
位置づけます！

グラウンドエリア

校舎棟エリア

史跡エリア

敷
地
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
位
置
づ
け

１

校
舎
棟
エ
リ
ア
の
活
用
方
針

２

グ
ラ
ウ
ン
ド
エ
リ
ア
の
利
活
用

４
史
跡
エ
リ
ア
の
利
活
用
（
旧
萩
藩
校

明
倫
館
の
復
元
に
つ
い
て
）

３
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新
清
掃
工
場
建
設
工
事
は
、
工
場
棟
の

土
木
建
築
工
事
・
プ
ラ
ン
ト
設
備
工
事
と

併
せ
て
４
月
か
ら
管
理
棟
の
土
木
建
築
工

事
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

　

管
理
棟
は
地
上
２
階
建
て
で
、
２
階
の

連
絡
通
路
で
工
場
棟
に
接
続
し
ま
す
。
１

階
は
主
に
事
務
ス
ペ
ー
ス
、
２
階
は
ご
み

の
減
量
化
な
ど
を
啓
発
す
る
環
境
展
示
ホ

ー
ル
で
、
会
議
室
に
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

を
設
置
し
て
、
３
Ｄ
映
像
な
ど
で
施
設
の

概
要
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　

昨
年
７
月
の
現
地
着
工
以
降
、
順
調
に

工
事
が
進
捗
し
て
お
り
、10
月
末
ま
で
に
は

外
構
工
事
を
除
く
ほ
ど
ん
ど
の
工
事
が
完

了
し
、11
月
に
受
電
し
て
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び

建
築
設
備
の
調
整
を
行
い
、
試
運
転
を
12

月
か
ら
本
格
的
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

12
月
中
旬
に
は
火
入
れ
式
を
行
う
予
定

で
、
そ
の
後
、
新
清
掃
工
場
に
ご
み
を
搬

入
し
て
実
際
に
焼
却
し
な
が
ら
各
機
器
の

最
終
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

来
年
２
月
・
３
月
の
性
能
試
験
を
経
て
、

ご
み
処
理
能
力
お
よ
び
排
ガ
ス
等
の
公
害

防
止
基
準
が
性
能
保
証
事
項
を
す
べ
て
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
３
月

末
に
竣
工
と
な
り
ま
す
。

　

来
年
１
月
以
降
は
、
新
清
掃
工
場
で
す

べ
て
の
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
を
受
け
入
れ

て
性
能
確
認
試
験
に
使
用
す
る
こ
と
か

ら
、
椿
東
地
区
の
現
萩
清
掃
工
場
は
ご
み

の
受
け
入
れ
を
中
止
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
建
設
工
事
の
最
盛
期
で
あ
る
５

月
と
、工
事
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
11
月
に「
市

民
見
学
会
」、
ま
た
新
清
掃
工
場
の
愛
称

と
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
募

集
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
見
学
会

　

５
月
25
日
（
日
）
の
午
前
10
時
か
ら
を

予
定
し
て
お
り
、
集
合
場
所
の
市
役
所
か

ら
現
場
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

▽
申
込
先　

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１

４
６
）

　

新
清
掃
工
場
の
運
営
は
、
運
営
事
業
者

で
あ
る
日
立
造
船
株
式
会
社
が
１
０
０
％

資
本
出
資
し
て
設
立
し
た
現
地
法
人
「
株

式
会
社
は
な
い
ろ
」
が
行
い
、
今
年
９
月

頃
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
を
通
じ
て
新
清

掃
工
場
に
勤
務
す
る
運
転
従
事
者
等
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

■
運
転
従
事
者
の
募
集

　

株
式
会
社
は
な
い
ろ
は
、
新
清
掃
工
場

の
運
転
管
理
や
補
修
点
検
等
の
業
務
を
、

日
立
造
船
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
日に
っ
し
ん神

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
本
社
：
神
奈
川
県

川
崎
市
）
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。
運
転

従
事
者
は
日
神
サ
ー
ビ
ス
の
正
社
員
、
パ

ー
ト
社
員
（
日
勤
お
よ
び
交
代
勤
務
）
と

し
て
採
用
さ
れ
、
平
成
26
年
度
は
15
人
の

採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
清
掃
工
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、

現
在
、
三
見
畦あ
ぜ
た田

か
ら
１
・
26
㎞
の
区
間

の
舗
装
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
３
月
末

ま
で
に
竣
工
す
る
予
定
で
す
。

　

ア
ク
セ
ス
道
路
の
竣
工
に
よ
り
、
小
原

地
区
か
ら
こ
の
道
路
を
経
由
し
て
県
道
三

見
停
車
場
三
見
市
線
や
山
陰
道
三
見
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

２
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
、
萩
・
長
門

清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
２
月
定
例
会
で

「
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
条
例
」
が
可
決

さ
れ
、
新
清
掃
工
場
の
供
用
開
始
後
の
来

年
４
月
か
ら
、
事
業
者
等
が
新
清
掃
工
場

に
直
接
ご
み
を
持
ち
込
む
と
き
に
徴
収
す

る
ご
み
処
理
手
数
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ご
み
処
理
手
数
料
は
、
新
清
掃
工
場
の

運
転
管
理
お
よ
び
補
修
工
事
費
や
焼
却
灰

処
理
費
等
20
年
間
の
ご
み
処
理
費
を
基
に

算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
清
掃
工
場

長門市と初めての共同事業

12月から試運転、来年４月から供用開始！

事業系ごみ

 産業廃棄物 220 円

 一般廃棄物 170 円

排出者自ら持ち込
んだ家庭ごみ 100 円

※ 27 年１月〜３月の試運転期間
は家庭ごみ、事業系ごみともに
50㎏ごとに 510 円となります。

■新清掃工場のごみ処理手数料
（いずれも 10㎏ごとの金額）

建設地の状況（２月下旬）

■
問
い
合
わ
せ

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
事
務
局

（
２
４
・
５
３
４
９
）

新
清
掃
工
場
の
建
設
工
事
に
つ
い
て

新
清
掃
工
場
の
運
営
事
業
に
つ
い
て

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

１

２３

ご
み
処
理
手
数
料
に
つ
い
て

４
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萩市子ども栄光賞は、小学校６年間、中学校３年間の在学期間中に、文化・スポーツ・教育諸活動において
特に顕著な活躍で、栄誉を与えるに値する業績を収めた市内の小・中学校の児童生徒を顕彰するものです。
２月13日、17人の児童・生徒に、第９回萩市子ども栄光賞を授与しました。

［小学校］
恩
おんむら

村峻
し ゅ ん と

人（明倫小６年）
橋本一

か ず ま

馬（明倫小６年）
宮田明

は る か

香（椿東小６年）
國
くにひろ

廣奈
な な こ

菜子（椿西小６年）
斉藤紘

こ う せ い

生（大井小６年）

平成
25
年度

萩
市
子
ど
も
栄
誉
の
記
録

［中学校］
鋤
す き た

田絢
あ や こ

子（萩東中３年）
宮内佳

か ほ

穂（萩西中３年）
山中香

か お り

緒里（萩西中３年）

［小学校］
岩崎克

か つ み

海（椿西小６年）
福
ふくなが

永夏
な つ き

生（椿西小６年）
倉
くらなが

永紘
こ う た

汰（大井小６年）
刀祢兼

と も な り

成（佐々並小６年）

［中学校］
上田佳

か な

奈（萩東中３年）
小松武

た け し

史（萩東中３年）
吉
よしみつ

光奈
な な

菜（萩東中３年）
皆
みながわ

川結
ゆ い か

花（萩西中３年）
藤村彩

あや

（むつみ中３年）

【文化奨励部門】 【体育・スポーツ奨励部門】

萩 市 子 ど も 栄 光 賞

　
「
文
化
」「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
」
お
よ

び
そ
の
他
「
教
育
諸
活
動
」
の
各
分
野

に
お
い
て
県
１
位
等
の
記
録
を
残
し
た

児
童
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
大
会
等

①
県
お
よ
び
そ
れ
以
上
の
規
模
で
公
募

さ
れ
た
大
会

②
原
則
と
し
て
文
部
科
学
省
、
山
口
県

教
育
委
員
会
、
ま
た
は
学
校
教
育
に
深

い
関
わ
り
の
あ
る
県
以
上
の
研
究
会
等

が
主
催
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
・
発
表
会
等

【
文
化
奨
励
部
門
】（
25
人
）

〔
小
学
校
〕

油あ
ぶ
ら
た
に谷
太た
い
よ
う
耀
、
上
野
鈴す
ず
ほ歩（
以
上
、
明
倫

小
４
年
）、山
本
有ゆ

き

み
季
美（
明
倫
小
５
年
）、

宮
田
明は
る
か香（

椿
東
小
６
年
）、
葊
ひ
ろ
な
か中

芽め

い泉

（
越
ヶ
浜
小
２
年
）、
鎌か
ま
だ田

美み
は
ぎ萩（

椿
西
小

３
年
）、井
町
真ま

い生
（
白
水
小
３
年
）、山

田
絆
き
ず
な（
三
見
小
１
年
）、堀
太た
い
よ
う
陽
（
大
井
小

６
年
）、林
一か
ず
き輝（
育
英
小
４
年
）、吉
岡
み

の
り
（
川
上
小
５
年
）

〔
中
学
校
〕

吉よ
し
づ津

翼つ
ば
さ（

三
見
中
１
年
）、長
岡
泰た
い
じ司（

大

島
中
１
年
）、松
原
佑ゆ
う
か夏（

大
島
中
２
年
）、

伊
東
紗さ

え英
、
長
岡
大ひ
ろ
む夢
（
以
上
、
大
島

中
３
年
）、
鋤す
き
た田
絢あ
や
こ子
（
萩
東
中
３
年
）、

宇う
さ
が
わ

佐
川
雄ゆ
う
だ
い
大
、
大
田
春は
る
な菜
（
以
上
、
萩

西
中
２
年
）、宮
内
佳か

ほ穂（
萩
西
中
３
年
）、

鈴
木
信し
ん
の
す
け

之
介
（
大
井
中
１
年
）、
恩お
ん
む
ら村

快か
い
せ
い征

（
川
上
中
１
年
）、
藤
本
夏か

ほ穂
、
藤

本
真ま

い衣
（
以
上
、
福
栄
中
２
年
）、
田た
な
べ邊

ゼ
バ
ニ
コ
ル
（
福
栄
中
３
年
）

【
体
育・ス
ポ
ー
ツ
奨
励
部
門
】（
31
人
）

〔
小
学
校
〕

石
田
彪あ
や
と人
、
三
好
歩あ
ゆ
か佳
（
以
上
、
明
倫

小
５
年
）、佐
々
木
颯は
や
て、中

西
み
な
か
（
以

上
、
明
倫
小
６
年
）、
佐
々
木
凜り
ん（

椿
東

小
１
年
）、
西
村
和か
ず
ま馬

、
吉
浦
梨り

の乃
（
以

上
、
椿
東
小
５
年
）、
岩
崎
克か
つ
み海

、
田
村

幸こ
う
だ
い大
、
古ふ
る
み見
東と
う
ご己
、
村
上
正ま
さ
き樹
、
和
田

あ
お
い
（
以
上
、
椿
西
小
６
年
）、
西
村

渚な
ぎ
さ佐
（
白
水
小
５
年
）、
小こ
た
に谷
優ゆ
う
た太
（
三

見
小
５
年
）

〔
中
学
校
〕

権ご
ん
だ
い代

拓た
く
や也

、
長
岡
京き
ょ
う
た

汰
（
以
上
、
萩
東

中
１
年
）、
岩
本
宥ゆ
う
や哉

、
亀か
め
や屋

拓た
く
と仁

（
以

上
、
萩
東
中
２
年
）、
小
松
武た
け
し史

、
藤
山

和か
ず
き樹
、
正ま
さ
き木
美み

く紅
、
山
田
真し
ん
ぺ
い
平
、
吉よ
し
み
つ光

奈な

な菜
、上
田
佳か

な奈（
以
上
、萩
東
中
３
年
）、

阿あ
そ
ぬ
ま

曽
沼
敏は
る
み
ち
康
、
南の
う
の野
晴は
る
か香
（
以
上
、
萩

西
中
２
年
）、角か
ど
や屋

洋ひ
ろ
あ
き彰

、皆み
な
が
わ川

結ゆ
い
か花

（
以

上
、
萩
西
中
３
年
）、
藤
本
亮り
ょ
う
す
け

佑
（
む

つ
み
中
２
年
）、
藤
村
彩あ
や（

む
つ
み
中
３

年
）、
波は

だ

の
多
野
望の
ぞ
み美
（
福
栄
中
３
年
）

【
教
育
諸
活
動
奨
励
部
門
】（
３
人
）

〔
中
学
校
〕

杉
茉ま

ゆ

か
祐
花
（
萩
東
中
２
年
）、
大お
お
さ
か
や

坂
屋

和か
ず
や矢
、⻆
か
ど
く
ら倉
愛ま
な
み実（
以
上
、萩
東
中
３
年
）
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１
月
１
日
〜
31
日
で
、
14
件
、

20
万
円
の
寄
付
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

【
５
万
円
】
田
中
信し
ん
や也

（
山
口
市
）

【
２
万
円
】
永
松
晃あ
き
ら（
大
阪
府
）

【
１
万
円
】
川
村
哲
夫
、山
縣
知
彦

（
以
上
東
京
都
）、佐
藤
久
美
子（
香

川
県
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
５
件
）。 

ふ
る
さ
と
寄
付

寄
付

◦
山
本
壽じ
ゅ
ぞ
う

三
さ
ん
（
椿
東
）
か
ら

現
金
２
万
円

◦
新し
ん
た
く宅
美
樹
さ
ん
（
東
京
都
）

か
ら
市
内
中
学
校
に
書
籍
15
冊

◦
萩
商
工
高
校
か
ら
須
佐
・
田
万

川
の
仮
設
住
宅
に
、
生
徒
が
制
作

し
た
木
製
ベ
ン
チ
３
台

軽
自
動
車
等
の
登
録
・
廃

車
手
続
き
は
お
忘
れ
な
く

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
、譲
渡
、名
義
変
更
、転
出
、

転
入
な
ど
の
場
合
は
、
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
車
種

に
よ
っ
て
手
続
き
の
場
所
・
必
要

な
も
の
が
異
な
り
ま
す
。
手
続
き

に
関
す
る
ご
不
明
な
点
は
、（
表

１
）
に
記
載
の
各
手
続
場
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

廃
車
予
定
の
方
も
４
月
１
日
ま

で
に
廃
車
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
、
平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車

税
（
年
税
額
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
を
さ
れ
て

も
、
軽
自
動
車
税
の
月
割
り
の
減

額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
所
有
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

　

現
在
の
所
有
者
に
名
義
変
更
す

る
か
廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

○
紛
失
・
使
用
し
て
い
な
い
場
合

　

届
出
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

返
納
が
な
い
場
合
は
課
税
さ
れ
ま

す
。

○
小
型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち
の

方　

ト
ラ
ク
タ
ー
、コ
ン
バ
イ
ン
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
も
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
る
の
で
登
録

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
盗
難
に
あ
っ
た
場
合　

最
寄
り

の
警
察
署
に
盗
難
届
を
提
出
し
、

廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
25
年
度
累
計
５
０
６
件
、

１
０
６
８
万
７
０
０
０
円
）

し
尿
処
理
手
数
料
の
一
部
を
改
正

し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
ご
み
処
理
手
数
料
・

し
尿
処
理
手
数
料
、
ご
み
袋
料
金

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

「
萩
市
ご
み
収
集
早
見
表
」

今
年
度
版
を
引
き
続
き
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

平
成
26
年
度
は
、
分
別
収
集
等

の
変
更
が
な
い
た
め
、
紙
資
源
の

有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
ご
み
の

分
別
や
出
し
方
を
記
載
し
た「
早

見
表
」の
作
成
、
配
布
は
行
い
ま

せ
ん
。
平
成
25
年
度
版
を
引
き
続

き
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

内容 現在
（〜３月31日）

改正後
（４月１日〜）

ごみ処理
手数料

大型ごみ（１個） 500 円 510 円
大型ごみ（２個目から） 300 円 310 円
直接搬入、50㎏ごと

500 円 510 円産業廃棄物処分費用
（直接搬入、50㎏ごと）

し尿処理
手数料

・定額制
（一般家庭）

１世帯１月につき 430 円 440 円
１人１月につき 330 円 340 円
月２回目から１回につき 560 円 580 円

車種 手続きの場所
125cc以下の原付・
小型特殊自動車

（農耕用を含む）

市
役
所

税務課総務管理係、各総合事
務所市民窓口部門、各支所・
出張所

250cc以下の二輪 山口県軽自動車協会
（083・922・8877）

山
口
市

251cc以上の二輪 中国運輸局山口運輸支局
（050・5540・2073）

軽三輪・軽四輪 軽自動車検査協会山口事務所
（083・924・0542）

■手続場所（表１）

手続き 必要なもの

新規登録 所有者・使用者の印鑑、車名・車
台番号が分かる書類等

廃車 所有者・使用者の印鑑、ナンバー
プレート

名義変更
旧所有者の印鑑（または譲渡証
明書）、新所有者・使用者の印鑑、
車名・車台番号が分かる書類等

■ 125cc 以下の原付・小型特殊自動車（農
耕用を含む）の手続きに必要なもの（表２）問

い
合
わ
せ

税
務
課
（
２
５
・
３
４
７
９
）

ご
み
処
理
手
数
料
・
し
尿

処
理
手
数
料
の
改
正

　

４
月
１
日
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
い
、
ご
み
処
理
手
数
料
、
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な
お
、
各
地
区
の
収
集
日
を
記

載
し
た「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

は
、
例
年
ど
お
り
市
報
３
月
15
日

号
と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

川
上
地
域
林
野
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
行
事

の
一
環
と
し
て
、
明
み
ょ
う
じ
ん
と
う

神
島
運
動

公
園
周
辺
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
空
気
が
乾
燥
し

林
野
火
災
が
多
く
発
生
す
る
季
節

に
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
等
が

子
ど
も
の
予
防
接
種
は
計

画
的
に
！

　

市
で
行
う
定
期
予
防
接
種
は
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
種
類
に

よ
り
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

連
携
し
た
消
火
活
動
や
情
報
伝

達
、山
口
県
消
防
防
災
航
空
隊（
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
に
よ
る
上
空

か
ら
の
消
火
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
来
の
た
め
、

周
辺
で
騒
音
が
発
生
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
９
日
（
日
）
午
前

９
時
40
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

明
神
島
運
動
公
園
周

辺
（
川
上
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

（
２
５
・
２
７
８
４
）

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
意
識
を
高
め
、
火

災
の
発
生
を
防
止
し
、
尊
い
命
を

守
る
と
と
も
に
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
阿
武
町
を
含
め
た
萩
管

内
で
は
、37
件
の
火
災
が
発
生
し
、

前
年
（
20
件
）
に
比
べ
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。
各
家
庭
で
火
の
用

心
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
火
災
予
防
運
動
関
連
行
事

○
土
原
保
育
園
児
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド

▽
３
月
１
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

正
午
、
田
町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド

○
火
災
予
防
作
品
展

　

市
内
の
園
児
、
小
・
中
学
生
、

高
齢
者
の
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
、
習

字
、
標
語
）
を
展
示
。

▽
３
月
１
日
（
土
）
〜
７
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
、

ジ
ョ
イ
２
０
１
（
田
町
商
店
街
）

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

萩
市
の
設
置
率
は
85
・
６
％（
平

成
25
年
６
月
現
在
）
で
す
。
ま
だ

設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
必
ず
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
設
置

状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
、
地
域

の
消
防
団
員
が
、
無
作
為
に
抽
出

し
た
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
煙
式
）

の
適
切
な
維
持
管
理
を

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
永
久
的

な
も
の
で
は
な
く
、
定
期
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
（
維
持
管
理
）
が
必

要
で
す
。
火
災
時
に
正
常
に
作
動

す
る
よ
う
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
警
報
器
は
煙
に
反
応
し
警
報
音

で
火
災
を
知
ら
せ
ま
す
。
煙
が
流

入
す
る
部
分
に
ホ
コ
リ
な
ど
が
付

着
す
る
と
正
常
に
作
動
し
な
い
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
、
定
期
的
に
手

入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
池
切
れ
や
配
線
の
接
触
不
良

等
が
あ
る
と
、
正
常
に
作
動
し
な

い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的

な
作
動
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
方
法
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
取
扱
説
明
書
や
メ
ー
カ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

（
２
５
・
２
７
９
８
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

■とき　２月25日（火）〜３月17日（月）
■ところ　萩市議会議場

３月定例会

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

日 開議 日　程
3日㈪〜5日㈬ 10：00 一般質問
6日㈭、7日㈮、
10日㈪ 10：00 一般会計予算審査特別委員会

11日㈫ 10：00 各特別委員会
12日㈬、13日㈭ 10：00 各常任委員会
17日㈪ 14：00 委員長報告・質疑・討論・表決

◆議会関係（一般質問）
◦萩ケーブルネットワーク（122ch）で生中継、
　３月６日から土・日曜日を除き録画放送（一部
　変更となる場合があります）。
◦エフエム萩（77.5MHz）で生中継。
◦萩市総合情報施設（農村型ケーブルテレビ）で、
　３月 10・11・14 日に録画放送。

問い合わせ　広報課（２５・３１７８）

予防接種の種類 対象年齢
BCG 0カ月〜1歳未満
MR1期 1歳〜2歳未満
MR2期 就学前の1年間（年長）
ヒブ、小児用肺炎球菌 2カ月〜5歳未満
四種混合、三種混合、
不活化ポリオ

3カ月〜
　7歳6カ月未満

二種混合 小学6年生
日本脳炎第1期 3歳〜7歳6カ月未満
日本脳炎第2期 小学4年生

※
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
特
例

措
置
（
年
齢
枠
の
拡
大
等
）
が
あ

る
た
め
、
未
接
種
の
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
予
診
票
を
な
く
し
た
方

　

再
発
行
し
ま
す
の
で
、
萩
市
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合
事
務

所
市
民
窓
口
部
門
へ
母
子
健
康
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

萩市議会

（
３
月
１
日
〜
７
日
）
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須
佐
川
河
川
改
修
工
事
説

明
会

　

山
口
県
で
は
、
昨
年
７
月
の
豪

雨
災
害
に
お
け
る
、
須
佐
川
河
川

改
修
工
事
の
概
要
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

■
と
き　

３
月
13
日
（
木
）、
14

日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

13
日
＝
須
佐
漁
村
セ

ン
タ
ー
、
14
日
＝
須
佐
中
央
公
民

館
問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
土
木
建
築
事
務
所

（
２
２
・
０
０
９
５
）

市
民
農
園
で
作
る
楽
し
み

を
味
わ
い
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
椿
東
地
区
と
椿
地
区

に
市
民
農
園
を
開
設
し
、
健
康
づ

く
り
や
余
暇
の
活
用
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
農
園
で
土
と
親
し
み
な

が
ら
、
野
菜
や
花
な
ど
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
と
こ
ろ　

椿
東
（
椎
原
、
東
光

寺
付
近
）、
椿
（
青
海
、
市
民
病

院
付
近
）、
椿
（
雑
式
町
、
椿
西

小
学
校
付
近
）

０
円

■
申
込
方
法　

３
月
14
日
ま
で

に
、
農
政
課
備
え
付
け
の
申
請
用

紙
を
提
出

申
し
込
み

農
政
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）

花
と
緑
の
応
援
隊

　

市
で
は
「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
公
共
地

の
花
と
緑
の
管
理
を
実
践
す
る
市

民
や
事
業
者
を
対
象
に
、
花
と
緑

を
守
る
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る

「
花
と
緑
の
応
援
隊
」
を
募
集
し
、

そ
の
活
動
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

応
援
隊
の
現
在
の
登
録
者
は
約

１
１
０
人
で
す
。

■
活
動
内
容　

公
道
沿
線
や
河
川

な
ど
の
花
木
や
草
花
の
植
栽
活

動
、
公
共
施
設
等
の
花
と
緑
の
管

理
の
実
践

■
市
の
支
援
内
容　

専
門
家
に
よ

る
せ
ん
定
技
術
の
指
導
や
資
材
、

器
具
等
の
貸
し
出
し

■
応
募
方
法　

花
と
緑
の
推
進
課

備
え
付
け
の
登
録
申
請
書
を
提
出

申
し
込
み

花
と
緑
の
推
進
課

（
２
５
・
３
６
４
４
）

　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
で
は
、
市
民
の

生
活
文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
、

各
種
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
期
間　

４
月
〜
平
成
27
年

３
月

■
対
象
者　

社
会
人

■
申
込
方
法　

３
月
１
日
〜
14
日

に
、
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
を
提
出

※
申
込
用
紙
は
３
月
１
日
か
ら
配

布
し
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

サ
ン
ラ
イ
フ
萩（

２
６
・
１
３
３
３
）

講座名 講師 曜日 時間 受講料・会費
（毎月） 定員

健康を
楽しむ会

ソフトバレー ― 毎週月曜 13：00〜16：00 600円 約40人

卓球
（水曜・木曜日午
後の重複申込は
できません）

― 毎週水曜 13：00〜16：00 600円 約40人

― 毎週木曜 13：00〜16：00 600円 約40人

― 毎週木曜 18：30〜21：30 600円 約40人

萩社交ダンス 沼田勝美 毎週金曜 9：30〜12：00 800円 約80人

レク＆フォークダンス 吉村忠子 毎週金曜 13：00〜15：00 800円 約50人

ソフトエアロビクス 斉藤みよ子 毎週月曜 19：30〜21：00 2,000円 約40人

水彩画

午前Ａクラス

寺田晴美
毎月第２・
４木曜

10：00〜12：00 2,000円 約30人

午後Ｂクラス 14：00〜16：00 2,000円 約30人

午前 C クラス 毎月第 1・
3 木曜 10：00〜12：00 2,000円 約30人

（注）１　応募多数の場合は抽選により決定します。定員は変更することがあります。
　　２　多目的ホールで他の行事が行われる場合には、開催日・時間を変更します。

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
の
講
座
受
講
生

募集

●
萩市民病院

萩三隅線山陰本線

椿西小学校●

大屋川

64

P

大照院
●　　

市民農園

●東光寺

11

東光寺入口至
福栄

至 
松陰
神社

玉木文之進旧宅●

市民農園

3 1月 日〜

椿地区 椿東地区■
対
象
者　

利
用
期
間
中
、
耕
作

が
可
能
な
方

■
利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

28
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

■
募
集
区
画　

約
15
区
画
（
１
区

画
約
30
〜
35
㎡
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
使
用
料　

年
額
１
区
画
３
０
０
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消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　

市
民
の
消
費
生
活
の
実
態
や
消

費
者
行
政
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
広
く
消
費
者
の
意
見
を
聞
く
た

め
、
川
上
・
む
つ
み
地
域
の
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
民

で
、
市
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等

に
参
加
で
き
る
方

■
募
集
人
数　

川
上
地
域
１
人
、

む
つ
み
地
域
１
人

■
任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
27
年

３
月
31
日
（
１
年
間
）

■
活
動
内
容　

消
費
者
と
し
て
の

意
見
の
提
出
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
へ

の
協
力
、
研
修
会
等
へ
の
参
加

■
活
動
費　

年
額
１
万
円
以
内

■
申
込
方
法　

３
月
14
日
ま
で

に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

応
募
動
機
を
簡
単
に
記
入
し
郵
送

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー（
２
５
・
０
９
９

９
）

ふ
た
ご
ち
ゃ
ん
集
ま
れ

　

双
子
を
子
育
て
中
の
保
護
者
や

妊
婦
を
対
象
に
、
情
報
交
換
や
日

頃
の
子
育
て
の
悩
み
を
話
し
合
う

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
保
護
者

の
み
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
と
き　

３
月
17
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
持
参
物　

母
子
手
帳

主
催
・
申
し
込
み

３
月
10
日
ま
で
に
、
健
康
増
進
課

（
２
６
・
０
５
０
０
）
へ

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

子
ど
も
体
験
活
動

　
「
春
」
を
テ
ー
マ
に
、
１
泊
２

日
の
子
ど
も
自
然
体
験
活
動
「
は

じ
め
の
一
歩
〜
ひ
だ
ま
り 

ぽ
か

ぽ
か 

春
の
に
お
い
〜
」
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
29
日
（
土
）
午
後

０
時
30
分
〜
３
月
30
日
（
日
）
午

後
３
時
30
分
（
１
泊
２
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
） 

■
内
容　

仲
間
づ
く
り
、
自
然
体

験
、
も
の
作
り
、
お
菓
子
作
り
、

お
楽
し
み
会
ほ
か

■
対
象
者　

小
学
１
〜
３
年
生

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

５
０
０
０
円
（
食
事

代
、
材
料
費
等
）

主
催
・
申
し
込
み

３
月
16
日
ま
で
に
、
萩
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
（
２
１
・
７
５
０
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）
へ

相
島
ス
イ
カ
作
り
オ
ー

ナ
ー

　

ス
イ
カ
の
苗
木
を
買
い
、
植
え

付
け
・
収
穫
な
ど
に
参
加
す
る
ス

イ
カ
作
り
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
苗
木
の
管
理
は
地
元
で
行
い

ま
す
。

　

相
島
の
ス
イ
カ
は
こ
だ
わ
り
の

一
果
採
り
の
た
め
、
１
本
の
苗
木

か
ら
１
個
（
８
㎏
以
上
の
大
玉
）

し
か
収
穫
し
ま
せ
ん
。

■
料
金　

一
口
５
０
０
０
円
（
苗

木
２
本
）

■
植
え
付
け
日　

４
月
12
日（
土
）

■
収
穫
予
定
時
期
（
収
穫
祭
）　

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限　

３
月
31
日
（
月
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

３
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

　

観
光
客
に
対
し
て

ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ

た
お
も
て
な
し
を
実

践
し
て
い
る
方
や
団

体
を
表
彰
す
る
「
萩

お
も
て
な
し
大
賞
」

の
表
彰
式
と
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

表
彰
式
で
は
、
観

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

千
春
楽
味
楽
亭

○
記
念
講
演
会（
表
彰
式
終
了
後
、

７
時
30
分
頃
〜
）

■
演
題　
「
ド
ラ
マ
の
中
の
お
も

て
な
し
の
心
」（
仮
）

■
講
師　

土
屋
勝
裕
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ド
ラ
マ
番
組
部
チ
ー
フ
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
）

　

大
河
ド
ラ
マ
「
篤あ
つ
ひ
め姫

」
や
「
龍

馬
伝
」、
昨
年
放
送
さ
れ
た
萩
が

舞
台
の
ド
ラ
マ「
は
じ
ま
り
の
歌
」

な
ど
の
制
作
に
関
わ
り
、
来
年
の

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
で
は
制

作
統
括
。

■
入
場
料　

無
料

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

萩
お
も
て
な
し
推
進
協

議
会申

し
込
み

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

萩おもてなし大賞
表彰式・記念講演会

７
月
中
旬

■
募
集
口
数　

70
口
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※
１
口
に
対
し
、
収
穫
祭
の
参
加

人
数
は
２
人
ま
で
。

■
主
催　

相
島
ス
イ
カ
作
り
オ
ー

ナ
ー
実
行
委
員
会

申
し
込
み

３
月
１
日
〜
10
日
に
、
Ｊ
Ａ
あ

ぶ
ら
ん
ど
萩
相
島
ふ
れ
あ
い
店

（
２
５
・
７
１
６
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

田
中
へ

※
電
話
受
付
は
平
日
の
正
午
〜
午

後
４
時
。

光
客
・
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
候

補
の
中
か
ら「
市
民
部
門
」と「
観

光
事
業
部
門
」
の
２
部
門
で
、
最

も
優
れ
た
お
も
て
な
し
の
実
践
者

に
与
え
ら
れ
る
「
萩
お
も
て
な
し

大
賞
」
ほ
か
各
賞
受
章
者
を
表
彰

し
ま
す
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
制
作
統
括

の
土
屋
勝か
つ
ひ
ろ
裕
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
ま
す
。

■
と
き　

3
月
27
日
（
木
）
午
後
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旬
の
お
魚
料
理
教
室

　

萩
で
獲
れ
る
旬
の
魚
を
使
っ
た

料
理
教
室
を
、
山
口
ヘ
ル
シ
ー
お

魚
普
及
員
の
指
導
の
も
と
行
い
ま

す
。

■
と
き　

３
月
17
日
（
月
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
内
容　

鰆
さ
わ
らを
使
っ
た
、
た
た
き

な
ど
の
料
理

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、布
き
ん
、

包
丁
、
タ
ッ
パ
ー
等

■
定
員　

20
人
程
度

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
主
催　

山
口
県
水
産
物
消
費
拡

大
運
動
推
進
協
議
会

申
し
込
み

３
月
10
日
ま
で
に
、
山
口
ヘ
ル

シ
ー
お
魚
普
及
員（
２
２
・
０
８
３

０
）
飯
塚
へ

家
族
介
護
者
交
流
会

　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
る
方
を
対
象
に
講
演
会
と
交
流

会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

３
月
17
日
（
月
）
午
前

10
時
20
分
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
演
題　
「
笑
う
門か
ど

に
は
い
い
介

護
」

■
講
師　

中
村
学ま
な
ぶ（

島
根
県
大
田

市
か
じ
山
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
施
設
長
）

■
対
象
者　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
方
、
施
設
関
係
者
等

■
参
加
料　

４
０
０
円（
昼
食
代
）

主
催
・
申
し
込
み

３
月
10
日
ま
で
に
、
萩
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）

へ萩
市
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

「“
弁
当
の
日
”
が
生
み
出

す
“
暮
ら
し
の
時
間
”」

　

市
で
は
、
消
費
者
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
消
費
者
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
演
題　
「“
弁
当
の
日
”
が
生
み

出
す
“
暮
ら
し
の
時
間
”
〜
子
ど

も
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に

〜
」

■
講
師　

竹
下
和
男
（「
弁
当
の

日
」
の
創
設
者
）

■
入
場
料　

無
料

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
託
児
あ
り
。

主
催
・
申
し
込
み

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
必

要
性
と
海
外
経
験
の
意
義
」
を

テ
ー
マ
に
、
次
世
代
を
担
う
若

者
の
海
外
志
向
を
促
進
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
目
的
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
16
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

山
口
福
祉
文
化
大
学

■
対
象
者　

中
学
・
高
校
生
と
保

護
者
、
一
般
の
方

○
基
調
講
演

■
講
師　

Ｒ
・
シ
ャ
ル
コ
フ
（
山

口
県
立
大
学
教
授
）、
中
村
幸
士

郎
（
山
口
大
学
名
誉
教
授
）

○
海
外
留
学
等
経
験
者
５
人
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
無
料
送
迎
バ
ス
（
要
予
約
）

市
役
所
発
（
午
後
１
時
20
分
）
→

萩
バ
ス
セ
ン
タ
ー
（
１
時
30
分
）

　

萩
の
木
に
な
る
モ
ノ
づ
く
り
協

議
会
で
は
、求
職
者
の
就
職
促
進

を
図
り
、地
元
企
業
・
法
人
等
の
人

材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
就
職
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

求
人
意
欲
の
高
い
地
元
企
業
・

法
人
等
か
ら
事
業
内
容
や
具
体
的

な
求
職
内
容
を
聞
く
こ
と
の
で
き

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
Ｕ
Ｊ

Ｉ
タ
ー
ン
を
ご
希
望
の
方
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

求
職
中
の
方
、
転
職

希
望
の
方
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

の
方

■
実
施
方
法　

参
加
企
業
、
法
人

の
採
用
担
当
者
と
の
面
談
方
式

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
持
参
物　

筆
記
用
具
（
履
歴
書

は
不
要
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
の
木
に
な
る
モ
ノ
づ

く
り
協
議
会

◎
参
加
企
業
募
集

　

就
職
相
談
会
の
参
加
企
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
の
採
用

を
検
討
さ
れ
て
い
る
企
業
は
人
材

確
保
の
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

▽
３
月
５
日
、
12
日
＝
萩
の
木
に

な
る
モ
ノ
づ
く
り
協
議
会（
２
６
・

４
１
２
１
）

▽
３
月
21
日
〜
23
日
＝
商
工
課
内

萩
の
木
に
な
る
モ
ノ
づ
く
り
協
議

会
（
２
５
・
３
５
８
３
）

地
元
就
職
相
談
会

地
元
萩
で
あ
な
た
の
力
を
発
揮
し
ま
せ
ん
か
！

相談会 とき ところ 内容
モノづくり企業
就職相談会

3/5（水）
午後１時〜４時

サンライフ萩
地元企業が参加

観光関係企業
就職相談会

3/12（水）
午後１時〜４時

宿泊施設、観光施設等
の地元企業が参加

萩で働こう！
就職相談会

3/21（金・祝）
〜23（日）

午後１時〜４時

21日、23日＝
サンライフ萩

22 日＝市民館
小ホール

萩市川上に新工場を建
設中のトーフレ㈱ほか
地元企業が参加
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→
東
萩
駅
（
１
時
40
分
）
→
山
口

福
祉
文
化
大
学

■
主
催　

山
口
日
米
協
会

問
い
合
わ
せ

畔ほ
と
り
て
い

亭
（
２
２
・
１
７
５
５
）
吉
井

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
お

た
か
ら
総
会

　

平
成
25
年
度
か
ら
３
年
間
の
計

画
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
文
化
遺
産
活
用
事

業
」
で
は
、
今
年
度
、
浜
崎
・
旧

松
本
村
・
む
つ
み
・
旭
地
域
で
お

た
か
ら（
文
化
遺
産
）の
登
録
に
向

け
た
調
査
や
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
４
地
域
か
ら
推
薦

さ
れ
た
お
た
か
ら
候
補
を
、
公
開

の
場
で
「
萩
の
お
た
か
ら
」
と
し

て
市
民
が
認
定
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
18
日
（
火
）
午
後

３
時
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
内
容　

各
地
域
の
お
た
か
ら
推

薦
発
表
、
認
定
委
員
会
の
審
査
結

果
報
告
、
お
た
か
ら
認
定
な
ど

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

文
化
遺
産
活
用
事
業
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

（
２
５
・
３
１
７
７
）

第
10
期 

21
は
ぎ
市
民
会
議

報
告
会

　

21
は
ぎ
市
民
会
議
は
、
萩
市
が

直
面
し
て
い
る
課
題
の
解
決
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
考
え
、
活
動
す
る
機
関
で

す
。

　

今
期
は
「
人
口
減
少
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
、
元
気
な
萩
を
作
ろ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
音
楽
会
の

開
催
、
城
下
町
に
花
を
飾
る
取
り

組
み
、
石
窯
パ
ン
作
り
等
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
部
会
に
お
い
て
協
議
・
実
践

し
た
内
容
を
と
り
ま
と
め
、
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
18
日
（
火
）
午
後

７
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課
内
21
は
ぎ
市
民

会
議
事
務
局
（
２
５
・
３
５
６
９
）

自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
・

予
備
自
衛
官
補

　

自
衛
隊
組
織
の
指
揮
官
や
幕
僚

と
し
て
活
躍
す
る
幹
部
自
衛
官
の

候
補
生
と
、
社
会
人
や
学
生
と
し

て
生
活
し
な
が
ら
緊
急
時
に
自
衛

官
と
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
予
備

自
衛
官
補
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

３
月
15
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
験
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
し
、
手
話
通
訳
活
動
の
で
き
る

方①
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
方

②
手
話
奉
仕
員
証
保
持
者

③
１
年
以
上
聴
覚
障
が
い
者
と
交

流
経
験
の
あ
る
方

■
申
込
期
限　

３
月
５
日

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
４
・
５
８
５
８
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・

５
５
１
１
）

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

普
通
展
示

◦
浮
世
絵
「
明
治
の
役
者
絵
」

〜
３
月
９
日
、「
月
岡
芳
年
風
俗

三
十
二
相
」３
月
11
日
〜
４
月
13
日

◦
東
洋
陶
磁
「
緑
り
ょ
く
ゆ
う釉

陶
器
の
歴

史
」
〜
５
月
18
日

◦
陶
芸
「〈
龍
人
伝
説
〉
の
世
界
」

〜
４
月
13
日
、「
オ
ブ
ジ
ェ
ー
陶

造
形
の
潜
勢
力
Ⅱ
」
〜
６
月
22
日

■
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
学

生
（
19
歳
以
上
）
２
０
０
円
、
70

歳
以
上
・
18
歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日

◆
春
一
番
♪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン

サ
ー
ト

■
と
き　

３
月
16
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ

ビ
ー

■
出
演
者　

倉
田
寛ひ
ろ
し（
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
＆
テ
ノ
ー
ル
）、
城
じ
ょ
う

綾
乃

（
ピ
ア
ノ
）

■
曲
目（
予
定
）　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

＆
カ
ッ
チ
ー
ニ
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
」、
プ
ッ
チ
ー
ニ
「
誰
も
寝
て

は
な
ら
ぬ
」
ほ
か

■
入
場
料　

無
料

※
コ
ン
サ
ー
ト
来
場
者
は
、
当
日

の
み
普
通
展
示
を
２
割
引
（
一
般

２
４
０
円
、
学
生
１
６
０
円
）
で

観
覧
で
き
ま
す
。

緑
りょくゆうしゅりょうもんつぼ

釉狩猟文 壺
後漢時代・1〜3世紀
高さ31.4㎝

募集項目 受験資格 受付期限 試験日

一般幹部
候補生

日本国籍を有し、平成27年
４月１日時点で、22歳以上
26歳未満の方

4月25日
5月10日、
11日（11日
は飛行要員
のみ）

予備自衛官補

日本国籍を有し、18歳以上
34歳未満の方（国家免許資
格等を有する場合は、資格
により55歳未満の方）

4月２日
４月11日〜
15日（いず
れか１日）

※応募方法等、詳しくはお問い合わせください。

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

（
２
２
・
２
４
０
９
）

萩
市
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
者
（
手
話
）
登
録

試
験

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
手
話

通
訳
者
の
登
録
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
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人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

３
月
11
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

境
界
線
問
題
、い
じ
め
、

体
罰
の
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
国
・
県
・
市
へ
の

要
望
、
苦
情
、
遺
言
、
離
婚
等

※
公
証
相
談
は
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

３
月
14
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士　

小
林
亨
と
お
る

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

３
月
26
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

山
口
正ま
さ
の
ぶ之

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
３
月
３
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

結
婚
相
談
所

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
専
門
相
談

員
が
独
身
男
女
の
相
談
を
受
け
、

登
録
さ
れ
た
方
同
士
を
紹
介
し
ま

す
。

■
と
き　

３
月
１
日
（
土
）、
４

日（
火
）、７
日（
金
）、11
日（
火
）、

14
日
（
金
）、
15
日
（
土
）、
18
日

（
火
）、
25
日
（
火
）、
28
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
男
女

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

萩
市
民
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

４
月
13
日
（
日
）、
20

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

■
チ
ー
ム
編
成　

原
則
と
し
て
行

政
区
単
位
で
編
成
。た
だ
し
、チ
ー

ム
編
成
が
困
難
な
場
合
は
隣
接
行

政
区
と
混
成
出
場
可
（
女
性
チ
ー

ム
の
場
合
は
、
行
政
区
を
越
え
た

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
で
の
参
加
も

で
き
ま
す
）。

○
１
部　

年
齢
制
限
な
し
。
24
歳

以
下
の
選
手
は
４
人
以
内
で
出
場

可
。
た
だ
し
、
36
歳
以
上
の
選
手

が
常
時
１
人
以
上
出
場

○
２
部　

40
歳
以
上
。
た
だ
し
、

50
歳
以
上
の
選
手
が
常
時
３
人
以

上
出
場

■
申
込
方
法　

３
月
28
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
、
各
総
合
事
務

所
地
域
振
興
部
門
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

企画展
◆
「
ふ
る
さ
と
の
島
」
写
真
群

　

昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
か

け
て
撮
影
さ
れ
た
、
羽
島
や
尾
島

を
含
む
萩
六
島
の
写
真
約
２
０
０

点
を
展
示
紹
介
し
ま
す
。

　

羽
島
は
浜
崎
港
か
ら
海
上
５

㎞
、
面
積
0.3
㎢
で
、
萩
六
島
の
う

ち
本
土
に
最
も
近
い
島
で
す
。

　

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
11
月

25
日
、
８
戸
44
人
の
全
住
民
が
島

を
離
れ
て
本
土
に
集
団
移
住
し
た

こ
と
で
、無
人
島
と
な
り
ま
し
た
。

葉
タ
バ
コ
の
耕
作
が
盛
ん
で
し
た

が
、
若
い
人
が
島
外
に
就
職
し
、

後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
た
こ
と

が
離
島
の
理
由
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
離
島
直
前
に
羽

島
の
港
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、

当
時
、
島
の
周
囲
に
繁
っ
て
い
た

防
風
林
の
松
枝
や
松
葉
を
集
め
、

自
家
の
船
に
積
み
込
ん
で
い
ま

す
。
転
居
先
で
炊
飯
や
風
呂
焚
き

に
用
い
る
焚
き
付
け
と
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
転
居
し
た
本
土
で

は
、
こ
の
焚
き
付
け
は
必
要
で
は

な
か
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
焚
き
付

け
の
小こ

ぎ木
や
薪
は
容
易
に
入
手
で

き
、
ま
た
カ
マ
ド
で
ご
飯
を
炊
く

機
会
が
格
段
に
少
な
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

展
示
を
担
当
し
た
職
員
が
解
説

■
と
き　

３
月
15
日
（
土
）、
４

月
５
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
会
期
中
無
休

〜
４
月
６
日（
日
）ま
で

ふ
る
さ
と
の
島
・
ふ
る
さ
と
の
山
河

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

焚
き
付
け
を
船
へ（
角
川
政ま

さ
じ治
氏
撮
影
）
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萩
往
還
梅
林
園
ま
つ
り

　

幕
末
の
豪
商
・
梅
屋
七
兵
衛
が

「
羅ら
ふ
て
い

浮
亭
」
と
い
う
茶
室
と
梅
林

を
、
椿
地
区
の
涙
松
跡
付
近
に
構

え
て
い
た
こ
と
に
ち
な
み
整
備
さ

れ
た
「
萩
往
還
梅
林
園
」
で
、
約

３
０
０
本
の
紅
梅
、
白
梅
、
し
だ

れ
梅
の
花
と
香
り
が
楽
し
め
る

「
萩
往
還
梅
林
園
ま
つ
り
」
が
初

め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

３
月
１
日
（
土
）、
２

日（
日
）、８
日（
土
）、９
日（
日
）、

15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
往
還
梅
林
園（
椿
・

笠
屋
）

※
入
園
料
・
駐
車
料
金
は
無
料

■
内
容　

お
茶
席
、
尺
八
・
琴
の

演
奏
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
、
川
柳
・
俳
句
吟
行
、

蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
、農
産
物
直
売
、

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
・
維
新
夢
街
道
盛
り
上
げ
隊

（
０
８
０
・
２
７
２
８
・
３
９
７
１
）

岡
崎

萩
市
椿
展
、
椿
さ
し
木
・

つ
ぎ
木
講
習
会

■
と
き　

３
月
７
日
（
金
）
〜
３

月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

■
と
こ
ろ　

市
民
館
、
中
央
公
民

館■
内
容　

鉢
物
、
園
芸
種
、
椿
苗

木
即
売
、
椿
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
椿
を
お
持
ち
の
方
の
出
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
初
心
者
の
た
め
の
椿
さ
し
木
・

つ
ぎ
木
講
習
会

■
と
き　

３
月
９
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
４
時 

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

初
心
者

■
持
参
品　

切
き
り
だ
し出
小
刀
、
筆
記
用

具■
受
講
料　

１
０
０
０
円

■
定
員　

10
人

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
９
０
）

萩
の
真
ふ
ぐ
祭
り

　
「
萩
の
真
ふ
ぐ
」
が
主
役
の
グ

ル
メ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

３
月
９
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ  

山
口
県
漁
協
萩
地
方

卸
売
市
場
、道
の
駅「
萩
し
ー
ま
ー

と
」

■
内
容　

水
産
加
工
品
・
特
産
品

等
の
販
売
（
10
時
〜
）、
真
ふ
ぐ

の
ミ
ガ
キ
（
有
毒
部
を
除
去
し
た

も
の
）・
刺
身
皿
盛
セ
ッ
ト
特
売

（
10
時
15
分
〜
、
11
時
30
分
〜
）、

真
ふ
ぐ
鍋
サ
ー
ビ
ス
販
売
（
10
時

15
分
〜
、
２
０
０
円
）、
真
ふ
ぐ

の
刺
身
無
料
試
食
（
11
時
〜
、
先

着
５
０
０
人
）、
真
ふ
ぐ
駅
弁
の

販
売（
11
時
〜
、１
０
０
食
限
定
）、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
午
後
１
時

〜
）
な
ど

■
主
催  

萩
の
真
ふ
ぐ
祭
り
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ

　
★年中無休☎２６・６７０５

ツインシネマ上映案内

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

■
保
育
園

７
日（
金
）　

新
川

８
日（
土
）　

椿
、
山
田

12
日（
水
）　

土
原
、
越
ヶ
浜

13
日（
木
）　

三
見

15
日（
土
）　

椿
東
、
川
上
、
田
万

川
、
田
万
川
小
川
分
園
、
む
つ
み
、

須
佐
、
あ
さ
ひ
、
あ
さ
ひ
佐
々
並

分
園
、
福
川
、
紫
福

21
日（
金
・
祝
）　

相
島
、
萩
こ
ど

も
園

22
日（
土
）　

住
の
江
、
大
島
、
春

日
、
見
島

24
日（
月
）　

日
の
丸

25
日（
火
）　

大
井

26
日（
水
）　

子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
ふ
る

■
幼
稚
園

21
日（
金
・
祝
）　

萩
幼
稚
園
、
萩

光
塩
学
院
幼
稚
園

■
小
学
校

20
日（
木
）　

市
立
小
学
校

※
大
島
小
学
校
は
８
日（
土
）。

■
中
学
校

８
日（
土
）　

市
立
中
学
校
、
萩
光

塩
学
院

■
高
校
・
そ
の
他

２
月
28
日（
金
）　

萩
光
塩
学
院

１
日（
土
）　

萩
高
、
萩
商
工
高

７
日（
金
）　

萩
看
護
学
校
、
萩
准

看
護
学
院
、
萩
総
合
支
援
学
校

21
日（
金
・
祝
）　

山
口
福
祉
文
化

大
学

卒
業
（
園
）
式

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

萩
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
結
」
ま
つ
り

　

市
民
活
動
団
体
と
市
民
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
市
民
活
動
団

体
の
活
動
発
表
や
出
展
等
を
行
い

ま
す
。

■
と
き　

３
月
15
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
結
」、
旧
福
永
金
物
店
周
辺
（
田

町
商
店
街
）

■
内
容　

活
動
発
表
会
、ダ
ン
ス
、

コ
ー
ラ
ス
、
よ
さ
こ
い
、
吹
奏
楽
、

萩
高
校
合
唱
部
に
よ
る
合
唱
、
蒸

気
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
各
種
団
体
に

よ
る
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
体
験
・
展

示
コ
ー
ナ
ー
、
呈
茶
席
ほ
か　

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

（
２
４
・
０
１
６
１
）

○清須会議
○永遠の０
○ルパン三世VS名探偵コナン
　THE MOVIE

上映中〜3/7
3/1〜3/28
3/15〜4/6
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1㊏〜22㊏
　写真展「さくら満開②〜旭の桜〜」 9:30〜 明木図書館

5 ㊌「草の芽」のおはなし会 15:30〜 明木図書館
6 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館
7㊎、14㊎
　まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

9 ㊐
放送大学山口学習センター公
開講演会「地域医療と健康」
〜現在と未来に向けて〜

13:00〜 萩図書館

12㊌ ロケットをとばそう！ 15:30〜 明木図書館
14㊎ 似顔絵教室 15:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：3㊊、10㊊
   　　　明木図書館：3㊊、9㊐、10㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

10:00 〜むつみ農村環境改善セ
13:30 〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児相談
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
6 ㊍

13 ㊍

9:30 〜川上保セ
9:00 〜旭マルチメディアセ

　運動教室
　合同健康運動教室

10 ㊊
11 ㊋

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜須佐公民館

13:30 〜須佐公民館
9:30 〜須佐公民館

13:00 〜田万川保セ
9:30 〜やまびこ

10:00 〜田万川保セ
10:00 〜弥富公民館
9:30 〜須佐公民館

10:00 〜須佐郵便局
14:00 〜須佐公民館

　須佐脳がよろこぶ会
　男の活き活きリハ会
　須佐元気もりもり体操
● 1 歳 6 か月児・3 歳児健康診査
　弥富元気もりもり体操
●おたまじゃくし学級ひなまつり会
　弥富脳がよろこぶ会
●すくすく赤ちゃん学級
　まちの保健室
　みんなの健康運動教室

4 ㊋

6 ㊍

7 ㊎
8 ㊏

10 ㊊
11 ㊋

14 ㊎

萩健康福祉センター ☎25・2667
10 ㊊
11 ㊋

●乳幼児発達クリニック
　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウィルス検査
　（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ抗体即日検査（要予約）

13:00 〜
13:00 〜

13:00 〜
13:30 〜
14:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:30 〜萩市保セ
10:00 〜大井公民館

10:00 〜萩市保セ

10:00 〜椿東小地域ふれあいセ
13:00 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ
13:30 〜城東会館
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜小畑漁村コミュニティセ
13:30 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ

2 ㊐

4 ㊋

5 ㊌

6 ㊍

7 ㊎
11 ㊋

12 ㊌
13 ㊍

●パパママセミナー（沐浴・保育編）（要予約）

●大井親学講座（ひな人形づくり）
　こころの相談日（要予約）
●子育て輪づくり ひなまつり会（椿東地区）

●3歳児健康診査
●子育て輪づくり ひなまつりと端午の節句（川島・
　土原・橋本・御許町・唐樋町・江向地区）
　スマートライフセミナー⑤
　城東タマちゃん体操会
●5か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　健康づくり応援隊研修会
　こころの相談日（要予約）
　骨スマOB会
　小畑グッドヘルス
●1歳6か月児健康診査
●1歳児あつまれ教室（H25.3月生まれ）
●ママ友の会（H25.7月〜9月生まれ）

1㊏ •シニア大会（バドミントン）　　　　　　9:00〜市民体育館
2㊐ •年齢別卓球大会　　　　　　　　9:00〜市民体育館

9㊐
•萩市バドミントン協会結成記念萩市職域・団体対
　抗バドミントン大会　　　　　9:00〜市民体育館
•須佐エンジョイグラウンド・ゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　9:00〜育英小グラウンド

15㊏
•阿武萩中学校新人野球大会　〜16日

8:30〜田万川グラウンドほか
•朝日杯争奪バスケットボール選抜大会
　（高校の部）　〜23日　　　　　　　　9:00〜市民体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ 卓球名人になろう！  14:00〜16:00
1 ㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
6 ㊍ ピヨピヨ「楽しいひな祭り」 10:30〜11:30

8 ㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00
おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜

12㊌ だんすダンス 18:45〜20:15
13㊍ ベビーマッサージ教室(定員5組) 10:00〜11:30
15㊏ おはなし会草の芽（子ども図書館） 15:00〜
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
4㊋、11㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
4 ㊋ 発達相談日 10:00〜12:00

11㊋ 手作りおもちゃの会
（びっくり箱を作ろう!）

10:30〜12:00
13:00〜14:30

◆萩幼稚園（22・0775）
4 ㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11:30

◆萩光塩学院幼稚園（22・2019）

5 ㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
　サート、パネルシアター

10:00〜11:30
★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
27㊍ 就学援助制度、花と緑の応援隊
６ ㊍ 萩博物館「ふるさとの島・ふるさとの山河」展
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

※小児科は、7日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝8時
　土曜の当番は、正午〜翌朝8時
　日曜・祝日の当番は、午前8時〜翌朝8時
　歯科は午前9時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

2日㊐
9日㊐

［内科］
［内科］

福賀（阿武町）
福川（福井下）

08388・5・0863
52・0027

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

1 ㊏

●萩八景遊覧船 運航開始 〜11月30日 （9:00〜/堀内〜橋本川）外科 萩市民（椿） 25･1200
●火災予防作品展 〜7日 （9:30〜/ジョイ201）内科 中坪（今魚店町） 22・5430
○萩・椿まつり 〜3月30日 （10:00〜/笠山椿群生林）
○萩往還梅林園まつり 〜16日の土・日曜日 （10:00〜/萩往還梅林園）
●市民大学教養講座（小野文惠） （19:00〜/市民館大ホール）

2 ㊐
●萩・しろ魚まつり （10:00〜/県漁協萩地方卸売市場）内科・歯科（外科）
●萩市消費者セミナー「弁当の日が生み出す暮らしの時間」 休日急患診療センター（椿）26・1397

（10:00〜/市民館大ホール）産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557

3 ㊊
●市・県民税等の申告受付 〜17日 （8:30〜/市内各会場）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 市原（塩屋町） 22・0184

4 ㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/弥富老人憩の家）外科 めづき（土原） 22･2248

内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

5 ㊌
○モノづくり企業就職相談会 （13:00〜/サンライフ萩）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 柳井（橋本町） 22・0748

6 ㊍
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 藤原（土原） 22・0781

7 ㊎
●椿展 〜9日 （9:00〜/市民館）外科 かわかみ（椿東） 21･7538

内科 山本（椿東） 26･0077
小児科 いわたに（椿東） 24・2100

8 ㊏
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9:00〜/堀内1区新堀川）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●市立各中学校、大島小学校卒業式 内科 波多野（堀内） 25・2788

9 ㊐
○明木緑声会「観世流」謡曲仕舞会 （9:00〜/旭マルチメディアセンター）内科・歯科（外科）
●萩の真ふぐまつり　　   （10:00〜/県漁協萩地方卸売市場、道の駅「萩しーまーと」）休日急患診療センター（椿）26・1397
○唱歌・童謡で綴る 学び舎お別れコンサート　 （13:00〜/明倫小本館2階音楽室）産婦人科 都志見（江向） 22・2811

10㊊
外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

11㊋
●行政相談 （9:00〜/小川支所）外科 MP萩（堀内） 24・0082
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/総合福祉センター）内科 みやうち（椿） 25・2500
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）

12㊌
○観光関係企業就職相談会 （13:00〜/サンライフ萩）外科 兼田（吉田町） 22・1113
○こころの相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 全真会（玉江浦） 22・4106

13㊍
◯須佐川河川改修工事説明会 （19:00〜/須佐漁村センター）外科 田町（東田町） 24・1234

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

14㊎

●行政相談 外科 池本（玉江浦） 25・7575
（9:00〜/福栄コミュニティセンター、10:00〜/旭マルチメディアセンター、須佐総合事務所）内科 市原（塩屋町） 22・0184
●消費生活（多重債務）無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）
○須佐川河川改修工事説明会 （19:00〜/須佐中央公民館）

15㊏
○市民活動センター「結」まつり2014 （10:00〜/市民活動センター「結」ほか）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

１ →15日 日

月3
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～萩往還の渓谷を演出する～

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより 本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※2月１日〜2月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

　昨年３月、一度萩往還を歩いてみたいという東京
からのお客さんと一緒に、萩往還ワンデーウオーク
の佐々並コースに参加しました。一升谷の石畳を
下った小川のせせらぎ沿いのひんやりとした空気の
中、谷川の樹木がほとんど芽吹いていないこの時期
に、淡い黄色の小さな花を散形状に付けている木が
ありました。名前はアブラチャンです。
　クスノキ科のこの木はクロモジの仲間で、枝を折
るといい香りがします。また枝にも油性分があるの
で生木でもよく燃えます。実も油性分を含んでお
り、アブラチャンの名前も搾り取られて灯油代わり
に使ったことに由来します。

アブラチャン
（油瀝青）

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

表紙

（写真下）酪農経営コースで飼育するホルスタイン
が中国四国農政局長賞を受賞（平成 25 年 10 月）
右端が山根健

たける

さん、右から３番目が三好悠
ゆ き こ

紀子さん
（右上）搾乳のようす（三好さん）
（左上）ジャージー牛へのえさやり（山根さん）
　農業を目指し、奈古高から農大に入った三好さん
は、「卒業後はふるさと萩に帰って、酪農経営の発
展のために頑張りたい」と話しました。

県立農業大学校で学ぶ
農業の未来を担う若者たち

写真提供／山口県立農業大学校
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